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26億1,699万円

歳出決算額

182億836万円一般会計

23億3,733万円

9億6,041万円

1億4,251万円

29億9,404万円

会計区分 歳入決算額

　平成30年度　飛騨市決算報告

特別会計

企業会計

196億5,460万円

83億5,090万円

実質収支

82億839万円

　飛騨市の平成30年度決算が９月議会におい
て認定されました。
　市民の皆さんから納められた税金や国・県か
らの補助金をどのくらい収入し、どのように使
われているか、市の財政状況ついてお知らせし
ます。

▼一般会計主な歳入の状況（  ）内は前年比
● 一般会計歳入の内訳

※表・グラフは表示単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合
　があります。市民一人当たりは、H31.4.1現在の人口で算出しています

市税 34億7,523万円
■市民税（＋3,775万円）
最低賃金の引上げに係る給与所得の増
額や一部市内企業の業績好調による増
■固定資産税（▲1,711万円）
土地・家屋に係る3年に1度の評価替え
の影響による減

地方交付税 75億9,683万円
■普通交付税（▲8,212万円）
合併算定替加算額の縮減や個別算定
項目の皆減などによる減
■特別交付税　（＋7,355万円）
昨年7月豪雨災害に関し、その対応に充
てるための費用の一部が措置されたこ
とによる増

寄附金 5億9,861万円
■ふるさと納税　（+1億625万円）
返礼品の数を約2倍に充実させたほか、
寄附サイトの種類を増やすなどの工夫
をしたことによる寄附額の大幅な増
■企業版ふるさと納税
　　……………（+1億1,860万円）
カミオカラボの整備にあたり、多くの企
業から総額1憶3,360万円の寄附をい
ただきました

（単位：万円）

※企業会計には「実質収支」という考え方がないため、資金の剰余額を記載し
　ています。

地方譲与税など
69,454（3％）

地方交付税
759,683（39％）

国庫支出金
133,803（7％）

県支出金
110,220（6％）

市債
149,379（8％）

市税
347,523（18％）

分担金・負担金
27,868（1％）

使用料・手数料
25,928（1％）

諸収入など
165,609（8％）

寄附金
59,861（3％）

繰入金
116,132（6％）

歳入総額 196億5,460万円
〔市民一人当たり82万円〕

２
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▼歳出の主な事業　

総務費 30億7,932万円
■防災備蓄品の拡充
■市営バス等運行事業
■台湾新港郷との交流事業
■地域おこし協力隊事業
■カミオカラボ整備事業
■移住・空家流動化対策事業

………
……

…
……
……

…

3,579万円
1億2,676万円

590万円
1,213万円

3億390万円
1,808万円

商工費 10億664万円
■池ヶ原湿原遊歩道整備事業
■飛騨古川まつり会館
　バリアフリー改修事業
■コンベンション推進事業
■外国人技能実習生
　雇用支援事業

3,500万円

770万円
840万円

86万円

民生費 39億4,972万円
■保育所管理運営事業
■保育園エアコン整備事業
■買い物弱者支援事業
■子どもの居場所づくり事業
■医療・介護人材確保対策事業

……  6億8,191万円
931万円
387万円
324万円
986万円

農林水産業費 11億1,909万円
■新規就農者応援事業
■飛騨牛研修施設整備事業
■広葉樹のまちづくり推進事業

2,936万円
3,074万円
1,280万円

教育費 12億3,506万円
■学校給食の提供
■小中学校ＩＣＴ環境整備事業

■公民館管理運営事業
■地域史跡資源活用事業

1億4,379万円

848万円
6,213万円
3,370万円

土木費 23億2,546万円
■市道除雪事業
■古川祭屋台曳行支障電柱移設事業

■街並み環境整備事業

3億6,483万円

933万円
998万円

災害復旧費 4億9,657万円
■平成30年7月豪雨に伴う土木施設
　等の災害復旧工事

衛生費 12億9,833万円
■まめとく健康ポイント事業

■ごみ収集事業
184万円

1億4,493万円

…

………
……

……………

……
…………

…
…

………
…

………

………
……

……

………………………
……

………………

………
…

（単位：万円）

● 一般会計歳出（性質別）の内訳
積立金

● 一般会計歳出（目的別）の内訳

人件費
247,356（14％）扶助費

179,578（10％）

公債費
286,631（16％）

普通建設事業費
278,786（15％）災害復旧事業費

50,896（3％）

物件費
259,141（14％）

維持補修費
40,151（2％）

補助費等
143,813（8％）

積立金
90,059（5％）

投資・出資・貸付金
33,580（2％）

繰出金
210,845（11％）

歳出総額 182億836万円
〔市民一人当たり76万円〕

総務費
307,932（17％）

民生費
394,973（22％）

衛生費
129,833（7％）

農林水産業費
111,909（6％）

商工費
100,664（5％）

土木費
232,546（13％）

消防費
70,342（4％）

教育費
123,506（7％）

公債費
286,631（16％）

災害復旧費
49,657（3％）

その他
12,843（0％）
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児童らの前で書道の実演をする茂住さん

茂住さんから書の意味を学ぶ
９月20日（金）　古川小学校

古川小学校で茂住修身さんによる書道指導

1,000灯あまりのぼんぼりが並ぶ古川町弐之町通り

千灯のぼんぼりが夜の町を照らす
９月14日（土）、15日（日）　古川町弐之町通り

ぼんぼりゆめ街道

　1,000灯あまりの「夢ぼんぼり」でライトアップする「2019
ぼんぼりゆめ街道」が古川町弐之町通りで開かれ、約600
メートルの通りは幻想的な雰囲気に包まれました。
　この日、弐之町通りには、市にホームステイ研修で訪れた台
湾新港郷の皆さん、市内保育園児、吉城高校ぼんぼり会や有
志の皆さんが製作したぼんぼりが展示され、訪れた市民らの
目を楽しませました。
　街道沿いでは、吉城高校茶道部によるお月見茶処、ぼんぼ
りコンサート、夜店なども行われ、多くの人たちが所どころ立
ち止まってぼんぼりに照らされた通りを楽しみました。

　新元号の墨書「令和」を揮毫された、飛騨市古川町出身の
書家茂住菁邨（本名：修身）氏が母校の古川小学校を訪れ、
書道の指導や実演をしました。
　この授業は、書道指導などを通して、書の言葉の持つ意味
を理解してもらおうと行われ、6 年生児童約 80 人が授業を
受けました。
　授業では、児童らが描いた「友情・親切・人権」の書を見
ながら書き方の指導をし、実演では、児童らが書いた文字の
ほか「令和」や古川小学校の教育目標である「未来を切り拓
く」の実演があり、児童らは真剣なまなざしで揮毫する茂住さ
んの筆先をじっと見つめていました。

大きな輪になって踊りを楽しむ市民ら

浴衣で茶会や盆踊りを楽しむ
９月７日（土）　古川まつり広場

飛騨古川大きな輪になって踊ろう盆踊り＆色和衣

　大きな輪になろう盆踊り実行委員会主催の｢第12回大きな
輪になろう盆踊り｣＆「色和衣」が、古川まつり広場周辺で開か
れ、浴衣を着た市民らなどの多くの人でにぎわいました。
　この盆踊りは、古川のまちづくりの礎を築いた快存上人の遺
徳をしのんで毎年この時期に行われており、今年は飛騨古川
を日本一着物の似合う町にするプロジェクトを進める「色和衣
　飛騨古川」とのコラボレーションで行われました。
　日中には、飛騨の匠文化館中庭で色和衣茶会、夕方からは、
まつり広場で催しが行われ、盆踊りでは浴衣の市民らが大きな
輪になって踊りを楽しみました。

特設ステージで披露された能「藤橋」

幻想的な舞台と雅楽の詩が観客を魅了
９月７日（土）　神岡町　江馬氏館跡庭園

飛騨薪能「藤橋」

　高原郷の戦国時代の領主・江馬氏にまつわる悲話が題材と
なった、薪能「藤橋」の公演が、神岡町殿の江馬氏館跡庭園
の特設舞台で開かれました。
　藤橋は、戦国時代に嫡男の裏切りで命を落とした高原郷の
領主江馬時盛の妻の亡霊が、旅の僧の供養で成仏するという
神岡に古くから伝わる謡曲で、地元住民でつくる藤橋会と古川
謡曲連合会の主催で開かれました。
　舞台では、第一部に「夕顔」「女郎花」などの仕舞や連吟、
第二部では、狂言「しびり」と能「藤橋」が披露されました。月
夜とかがり火に照らされた幽玄の世界が、詰めかけた大勢の
ファンを魅了しました。

せい そん
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● 基金（貯金）の状況

※数値は万単位であるため、端数処理により計や差引が合わない場合があります。

353.6 
340.0 

315.6 
292.3 

271.3 
250.0

275.0

300.0

325.0

350.0

375.0

400.0

H26 H27 H28 H29 H30

市債残高の推移

市債残高

130

135

140

145

150

155

160

H26 H27 H28 H29 H30

基金残高の推移

基金残高

（単位：億円） （単位：億円）

市民一人あたりの基金残高
63万円

前年度から13,700円減少しました。

市民一人あたりの市債残高
113万円

前年度から87,100円減少しました。

　平成30年度は、前年度に創設した公共施設管理基金を活用
し、まつり会館の空調機入替工事等、公共施設の計画的な長
寿命化対策に1億3,210万円を充てました。
　基金残高は、類似団体平均及び近隣団体より高い数値と
なっていますが、このうち、財政調整基金については、大規
模災害などの突発的な事態に対処できるよう今後も60億～65
億円を維持する方針です。

● 市債（借金）の累積状況
　平成30年度末の市債残高は、前年度から20億9,367万円
減少し、271億3,416万円となりました。市債残高は平成
25年度以降6年連続で減少しています。
　今後もプライマリーバランス（市債の借入額と返済額の
差額）の黒字を維持し、将来負担の軽減を図る方針です。

会　　計　　名 収入決算額

4,211万円

計 23億3,733万円

● 企業会計の決算状況

国民健康保険病院事業会計（収益的） 17億1,778万円
1億3,321万円

資金剰余額

▲ 12.5% 14億5,474万円▲ 0.8%
▲ 9.7%

2.4%

1.3%
2,655万円 3.1%

17億9,126万円

29億9,404万円

水道事業会計（資本的）

0.3%

水道事業会計（収益的） 5億5,089万円

国民健康保険病院事業会計（資本的） 15億3,930万円1.3%

26億1,699万円

2億574万円

支出決算額対前年比
▲ 2.3% 4億8,678万円

23.8%

対前年比

基金残高（H29）
64億9,661万円
84億8,270万円
5億2,218万円

155億149万円

基金残高（H30）
63億1,311万円
83億4,620万円
5億1,228万円

151億7,159万円

増減
▲1億8,350万円
▲1億3,650万円

▲990万円
▲3憶2,990万円

運用基金
計

その他・特定目的基金
財政調整基金

区分 市債残高（H30）
166億8,393万円
90億6,276万円
13億8,747万円

271億3,416万円

増減
▲12億6,689万円
▲6億4,998万円
▲1億7,680万円
▲20億9,367万円

179億5,082万円
市債残高（H29）

97億1,274万円
15億6,427万円

292億2,783万円

区分
一般会計
特別会計
企業会計

計

155.0

151.7152.5

141.2

149.3

４

▲ 13.9%

32億3,685万円

計 82億839万円83億5,090万円

1,288万円

1億4,251万円

1万円

2.9%

給食費特別会計

下水道汚泥処理事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計
農村下水道事業特別会計

駐車場事業特別会計

個別排水処理施設事業特別会計

情報施設特別会計

● 特別会計の決算状況
対前年比歳入決算額 歳出決算額会　　計　　名

国民健康保険特別会計
実質収支対前年比

3,408万円 ▲ 3.7%

427万円▲ 1.0%
介護保険特別会計 6,818万円3.5%

9億1,084万円

▲ 0.9%3億8,733万円
31億6,867万円
3億8,306万円

9億1,525万円

後期高齢者医療特別会計

▲ 3.7%▲ 5.1%

公共下水道事業特別会計
2.4%

1億728万円
3,348万円

753万円

▲ 6.2%

1億5,510万円

9,903万円

▲ 1.7%

441万円▲ 2.0%▲ 2.2%
189万円▲ 6.2%
389万円3.3%

1億5,511万円
41万円202.7%

825万円▲ 5.3%
▲ 4.4% 60万円

4,957万円30億1,097万円 ▲ 11.6%29億6,140万円

▲ 1.7%
90.1%

▲ 7.7%

1億6,737万円
3億1,522万円

▲ 5.1%

1億6,548万円
3億1,133万円

103万円▲ 5.0%

712万円

1,391万円
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場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ http://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト http://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

財政再生基準

20.0%

30.0%

35.0%

経営健全化基準　20.2%

13.2%

18.2%

25.0%

350.0%

早期健全化基準H30数値

―

―

13.8%

―

平成30年度　飛騨市決算報告特
集

※赤字額や将来負担額がない場合は「 －」 で表示

飛騨市の財政状況について
 ● 財政健全化判断比率等の状況
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、市の財政状況を判断するための指標を公表します。
　平成 30年度も全ての項目で国の定める健全化基準を下回っており、財政の健全性が保たれているという結果が示さ
れました。今後も、将来を見据えた堅実な財政運営に取り組みます。
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【用語の説明】
市税…………………

地方譲与税など……

地方交付税…………

国庫・県支出金……

諸収入など…………

民間企業の支援や観光振興に使われたお金

道路や公園などの整備や維持管理に使われたお金

小中学校の運営や文化・スポーツ活動の振興に使われたお金

農林水産業費………

市民税や固定資産税など市に納める税金

国税などから一定の基準により地方に配分されるお金

衛生費………………

総務費………………

人件費………………

繰入金・繰越金……

民生費………………

徴税や防災、戸籍など行政運営全般に関する様々なお金

農林水産業の振興に使われたお金

子どもや高齢者、障がい者などの福祉対策に使われたお金

健康管理やごみ・し尿処理などに使われたお金

商工費………………

市職員の給料・手当、議員・委員報酬など

臨時職員の賃金、光熱水費、各種委託料など

公共施設の修繕や道路除雪費など

公共事業等の財源として国などから借り入れたお金

基金の取り崩し、前年度から繰り越したお金

物件費………………

維持補修費…………

行政サービス水準確保のため国から交付されるお金

特定の事業に対して国や県から交付されるお金

財産の売払や貸付、その他の収入

公共事業等の財源として借り入れたお金(市債)の返済

市債…………………

公債費………………

土木費………………

教育費………………

国が定める経営健全度の注意水準(イエローカード)

公営企業の資金不足額が事業規模に占める割合

財政再生基準………

普通建設事業費……

特別会計……………

特別会計の運営に対する一般会計からの支出金など

道路や公共施設の整備費用

繰出金………………

普通会計の赤字額が標準財政規模に占める割合

資金不足比率………

将来負担比率………

実質赤字比率………

扶助費………………

各種団体に対する補助金や負担金など

企業会計における施設・設備を整備するための経費とその財源

連結実質赤字比率… 全会計の赤字額が標準財政規模に占める割合

国が定める財政健全度の注意水準(イエローカード)

国が定める財政健全度の危険水準(レッドカード)

特定の事業を行うため、一般会計とは別に設置される会計

地方公営企業法の適用を受け、営利的事業を行う会計

児童手当や生活保護、障がい者支援に対する給付など

企業会計における日々の営業活動に関する経費とその財源

歳入歳出の差引額から翌年度に繰り越す一般財源を除いた額

公債費(市債の返済)等が標準財政規模に占める割合

将来負担すべき負債(市債等)が標準財政規模に占める割合

収益的収支…………

資本的収支…………

補助費等……………

実質収支……………

企業会計……………

経営健全化基準……

早期健全化基準……

実質公債費比率……
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